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＜連絡事項＞

・南　市三郎様～泉ＰＳＷより、娘様の情報で８月末頃、於本病院へ入院予定とのことです。

・相内　ノブ様～奇声発すること多く、落ち着き見られません。院長先生よりリスパダールの処方　　　　　　　は痴呆の適応ではなく、処方変更の指示あり。千葉良Ｄｒ．に報告し、①リントン（0.75）1Ｔ・タスモリン　1Ｔ　2×1（朝・夕）②ユーロジン（2）1／2　1×Vdsで4日分処方となっています。

・大平　よし様～排便状態・腹部の観察を続けていきましょう。最近、あまり尿意の訴えありませ　　　　　　ん。又、利尿剤も使用しており、失禁多く見られている為、日中もリハビリパンツを使用していきましょう。夜間はリハビリパンツにパットで対応していきましょう。

　　　　　　　　　　ユーパン（適：神経症・心身症）（0.5）２T　２×1（朝・夕）4日分継続処方となっています。

・市橋　ヒデ様～抗精神病薬　レボトミン（5）　朝食後　臨時継続処方となっています。徘徊あり援助時粗暴的となることありますので精神症状の観察を継続していきましょう。

・南　市三郎様～サマセフ継続処方となっています。耳だれの様子観察続けていきましょう。

・呉　忠雄様～現在、発熱はありませんが、血液検査にて白血球数高値でCRP上昇していますのでヨウフェナック（適：解熱・鎮痛）（25）3Ｔ　クラビット（抗菌剤）（100）3Ｔ　4日分継続処方となっています。

· 橋本　　万様～現在、テーナスリップＭサイズ使用していますが、少し大きめなので今後Ｓサ

イズで対応していきましょう。

・婦人科の処置について～東病棟でも、クスコを使う事になりました。午前中に鈴木サダ様の処置をして、ハイター消毒をしましょう。その後、東病棟で使用します。消毒後返してもらうかたちとなります。フラセチン・T・パウダーも東病棟でも使用するので、なくなったら小坂Dr.より処方箋を書いていたｆだき発注していきましょう。

＜三上Ｄｒ勉強会＞

　糖尿病患者が治療中に発熱、下痢、嘔吐をきたし、または食欲不振のため食事が出来ない時をシックデイと呼ぶ。

　このような状態では、インスリン非依存状態で平常よくコントロールされている患者でも著しい高血糖が起こったり、ケトアシドージスに陥ることがある。インスリン依存状態患者ではさらに起こりやすく、特別の注意が必要。

シックデイ対応の原則～シックデイルールで患者に覚えてもらうように。

1、 シックデイの時には主治医に連絡し指示を受けるように平素より患者に指導する。インスリン治療中の患者は、食事がとれていなくてもインスリン注射を続ける事を原則とする。発熱、消化器症状が強い時は必ず医療機関を受診するよう指導する。

2、 十分な水分の摂取により脱水を防ぐように指示する（来院患者には生理食塩水を点滴する）。

3、 食欲のない時には、日頃食べ慣れていて口当たりが良く消化の良い食べ物（例えは、おかゆ、ジュース、アイスクリームなど）を選びできるだけとるように指示する。（絶食しないようにする）。とくに糖質と水を優先。

4、 自己測定により血糖値の動きを３～４時間に１回ずつ測定し、血糖値200ｍｇ／ｄｌをこえてさらに上昇の傾向がにられたら、その都度、即効性インスリンを２～４単位追加するよう指示する。

5、 来院時には必ず尿中ケトン帯の測定を行なう。

入院加療が早急に必要な場合

1、 嘔吐、下痢が止まらず食物摂取不能のとき

2、 高熱が続き、尿ケトン体強陽性、血糖値が３５０mg／dl以上のとき

シックネスとは不健康な状態ですが、シックネス状態の糖尿病患者が訴える症状を図示します。

　　　　

糖尿病以外の病気にかかったら
↓

発熱　　　　　　　　　　　　　　　頭痛・下痢　　　　　　　　　　　体重減少

↓

↓
↓
　　尿路感染、風邪、肺炎　　　　　　　　　　　　食欲低下　　　　　　　　　　　悪性疾患

↓

↓


血糖上昇　　　　　　　　　　　　　食後血糖低下

↓

↓

低血糖　　　高血糖

↓

　　　　　　　　高血糖、ケトアシドーシスまたは低血糖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　はい


インスリン注射を行なっていますか→血糖自己測定→　　　　　　　→　はい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓いいえ　　　　　　　　はい　　　　　↓いいえ
↓


経口血糖降下薬を使っていますか→担当医の診察

↓いいえ　　　　　　　　　　　　　　　　↓


↓



症状を観察し、経過をみましょう　　　　治療の変更　　　　　　インスリン量の調節

